けれど、 俊 子 は 決して 中程まで はやって 来なかった。 

「教えて あげる は 大きい や、」 と 彼 は 引取って 云った、 

「自分で よく 泳げ もしない くせに ご 

「何 を 云って るの。 じゃあ 泳ぎつ くら をし ましょう 

ゝ o _ 

力 」 

「しょうご 

せいぜい 二十 間ぐ らいし か 泳げない 姉だった が、 い 

つまで も 後から のこのこ ついて 来た。 よく 見る と 泳ぐ 

ふり をして 歩いて るので あった。 彼 は 少し 速力 を ゆる 

めて、 姉が 近づいた 頃 合 を 見 計って、 いきなり 水に も 

ぐった。 足 を 捉えて 引きずり 込んで やる つもりだった 



た。 濡れた 海水着が、 いつのまにか それ を 一杯 浴びて 

いた。 

「そんな 強い 風で もない のに、 ひどい 砂ね ご 

ひとりご 

独語った 姉の 言葉に、 俊 子 は 沖の 方 を 見ながら 答え 

た。 

「だって 可な リ強 いんでしょう、 あんなに 波が 立って 

るから ご 

「それ は 外海の 波です もの、 風がなくても 高い わよ ご 

だが、 ー処、 妙に 波が 低くて 白く 捲き 返さない 場所 

が、 すぐ 向う に 見えて いた。 

「あら、 あすこ はどうし たんでしょう。 I 



華 かな 残照が 西の 空に 残って いた。 海 を 渡り 稲田の 

上 を 渡って くる 風が、 昼間の 暑気 を 吹き払って、 遠い 

夕靄のう ちに 流れ 迄んで 〔# 「流れ 迄んで」 は ママ〕 ゆく。 

その 風の 反対に、 所々 に 川柳の 茂み を 持った 堤防 を 海 

の 方へ、 三人 は 楽しげに 語りながら 下って いった。 ゆ 

る やかな 川の面に 落ちて いた 三つの 淡い 長 影が、 茫と 

水の 色に 融 かし 込まれる 頃になる と、 話 はいつ のまに 

か 途絶えて いた。 姉 は 歌 を 歌い 出した。 俊 子が それに 

和した。 ダニ ュ— ブ 河の 歌 や 口 ー レ ライの 歌が くり 返 

された。 古臭い 歌 だな と 思って いた 彼 も、 いつしか そ 

の 調子 を 覚えて しまった。 ただ 口に 出して は 歌わな 



彼 は 朝早く 起きる のが 好きだった。 鶏の 声が 聞え て 

東の 空が 白む 頃から、 何物に も 遮られない、 仄白い I 

I 而も 澄み切った 朝 明りと なった。 ここ 荒海の 岸辺で 

は、 夜と 昼との 境 をな す 朝霧 は、 一 度 夜が 明けてから 

後に 初めて、 森 や 部落の まわりに 立ち 罩め るの だった。 

黎明の 頃 は 大気が 澄みき つていた。 日出 前に 東の 空へ 

きまって 出て くる 黒雲の 縁が、 黄 や 紅に 彩られて、 そ 

れが じかに 朝 明りの 中へ 反射した。 魂の 底まで 浄 めら 



「どうしたの ご 

黙って 歩き 出す と、 此度は 喫驚した 調子の 声で、 

「蛇で も 居た の ご 

彼 はや はり 黙って 頭 を 振った。 何だか 白茶けた 気持 

ちに なった。 ぼんやり 眼 を 挙げて 眺める と、 提灯 は 白 

張りの 無紋だ つた 〔# 「無紋 だ つ た」 は 底本で は 「無 絞 だ つ 

た 匕。 それが 一 寸 変だった。 

「あら、 静 夫さん は 蛇が お嫌い？」 

わざと 不思議が つたよう なしな をした 声だった。 

「ええ、 可笑しい ほど 嫌いな のよ ご と 真中に 居る 姉が 

答えた。 



乗りき つて ゆく うちに、 人間の 形 をした 真 円い 山が 向 

うに 聳えて いるんで す。 然し 一 日のう ちに そんな 山が 

出来る わけはありません。 こいつ 怪しい 奴 だな という 

ので、 船頭 達 は 力一杯 櫓 を 押しながら 〔# 「押しな が 

ら」 は 底本で は 「押しな から」 その 真中 目が けて 船 を 

乗リ かけた ものです。 すると、 山の 中 を 船が す ー つと 

抜けた、 山 は 後ろに やはり 聳えて るんで す。 船頭 達 は 

胆を つぶして、 なおえつ さえつ さ 漕いで 行く と、 何処 

から ともなく 温い 風が 吹いて きて、 眼 も 口 も 鼻 もない 

ノッベ ラボ ー が 船の 舳に手 を かけて、 ぬつ と 伸び 上つ 

て、 それから …… 恐い か あ— …… ご 



さん は？」 

明日 帰る ことば かりではなかった。 此処に 来た こと 

が、 今こう している ことまで 凡てが、 夢の ように 思わ 

れた。 黙って ると、 波の音が 遠くに 聞え だしてき た。 

「海 は 実際い いです ね ご 

「ええ、 ほんと に！」 

と 俊 子が すぐに 応じて くれた けれど、 変に 気まず く 

思われた 自分の 言葉の 調子が、 まだ 彼の 頭から 去らな 

かった。 つと 横 を 向いて、 大事に 持って きた ABC に 

火 をつ けた。 

「いい 匂いの 煙草です わね。 私 も 吸って みょう かし 



込まれて、 先が 云え なくなった。 頭の 奥が しいんとし 

て、 胸が 高く 動悸して いた。 二人共 黙り込んで、 沖 を 

眺め やった。 時の 歩みが 止った ような 時間だった。 

そこへ、 姉が こちら を 何やら 呼びかけながら、 向う 

の 松 影から 駆けて きた。 

彼 は 初めて、 俊 子の 眼 を じっと見 入った。 それに 応 

えて 彼女の 眼 付が 首肯いた。 瞬間に 彼女 はくる りと 向 

き 直って 姉 を 迎えた。 

岸に 近い 波音 を、 月の 光りが 上から 押っ被せ ていた _ 

が、 海 は 沖の 方で も 鳴って いた。 



それで 身体 を 揺るって 奴 もない もの だけれ ど、 姉 は 

追求して 来なかった。 それ をい いこと にして 彼 は 毎日、 

頭が 重苦しい と 云って は 家に 引 籠って いた。 

月の 光り を 浴びて 砂浜に 佇んで る 姿 は、 夜になる と 

殊に はっきり してきた。 海水着 一枚の 半裸体で —— 月 

夜に して は 変 だけれ ど それがし つくり 調和して いた I 

I いつまで もじい つと、 向う を 向いた まま 立って いた。 

…… それ を、 力一杯に 而も そ— つと こちらへ ねじ 向け 

て やる と、 真白な 顔が、 滝の ような 月の 光リを 浴びて、 

その 底から にっこり 微笑んだ。 

彼 は ぞっとした。 …… が、 危く 喉から 出か かってる 



ると、 自分で もお かしい ほど 眠くな つた。 姉と 俊 子と 

の 話 を 音楽の ように 聞きながら、 いつのまにか 眠った 

らしい。 

眼を覚 すと、 室の 中には 誰も 居なかった。 電灯の 光 

りが 余リ 明るす ぎた。 寝返り をして みた —— いつの ま 

にか 枕 をして 榲袍を 着て いた。 

「静 ちゃん、 眼が さめた の ご 

わざと 返辞 をし なかった。 

暫くす ると、 また 次の 室から 前より 低い 声で、 

「俊 子さん もい らっしゃ るから、 トランプ でもし ませ 

ソ ゝ o - 

んカ 」 
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